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第１回検討会での指摘事項等について

１．全国版図柄入りナンバープレートの今後の方向性に関する主なご意見
＜全国版の継続に関して＞

○ 全国版がなくなってしまうと、地方版がない地域の製造メーカーは今の設備を使用しなくなる。その後、
他の図柄入りナンバープレートを出すとしても、製造をやめた地域はすぐに対応できない可能性があるため、
全国版は続けてほしい。

○ 図柄入りナンバープレートの製造システムはある種のインフラと言える。インフラがなくなることは避け
るべきであり、全国版を継続した方が良いと思う。

○ 今の図柄がそれなりに堅調に推移しているのであれば、継続で良いのではないか。

＜全国版図柄の種類を複数とすることについて＞

○ 図柄が変わった場合に前の図柄を付けたい方もいると思うので、例えば数か月図柄を残し、新しいデザイ
ンに移行する方法も良いと思うが、二重で製造するというのはコスト的にも大変かと思う。

○ （現在のデザインを）継続する場合にはデザインが重なる時期があっても良いと思うが、具体的にどう
いった形で重なり合う期間を設けるのか、その場合のコスト見合いの問題等についてはちょっと深掘りして
いただきたい。

○ 大阪万博や園芸博は地域性が強い。コンセプトの偏りがないナンバープレートが１種類だけではなく同時
に２種類あり選択できる方が普及率は上がるのではないか。

２．モノトーン版の取扱いに関する主なご意見

○ モノトーン版のナンバープレートの選択肢があることは、とてもユーザーファーストだと思うものの、図
柄入りナンバープレートの目的は観光振興、地域振興であるため、モノトーン版をどこかで見直しても良い
と思う。

○ モノトーン版の図柄入りナンバープレートを廃止した際に、軽自動車のユーザーからどのような反応があ
るのかは、しっかりと調査を行いユーザーの皆様に理解していただく必要があると思う。 1



第１回検討会での指摘事項等について

３．地方版図柄入りナンバープレートの取扱いに関する主なご意見

○ 第１弾、第２弾は導入から日が経っているが、普及率が２％を超えている地域と超えていない地域では依
然とし差があると感じる。その差が図柄によるものなのか、普及促進の取組により変わってくるのかは精
査する必要がある。

一方で、飛鳥は7.62％という非常に高い普及率になっているので、飛鳥での取組について、注目に値する。
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本検討会の取扱い委員からの主なご意見項目分類
資料2
P１～P５

全国版がなくなってしまうと、地方版がない地域の製造メーカーは今の設備を使用し
なくなる。その後、他の図柄入りナンバープレートを出すとしても、製造をやめた地域
はすぐに対応できない可能性があるため、全国版は続けてほしい。

全国版の継続に
関して

全国版図柄入り
ナンバープレート
の今後の方向性

図柄入りナンバープレートの製造システムはある種のインフラと言える。インフラがなく
なることは避けるべきであり、全国版を継続した方が良いと思う。
今の図柄がそれなりに堅調に推移しているのであれば、継続で良いのではないか。

資料2
P６

図柄が変わった場合に前の図柄を付けたい方もいると思うので、例えば数か月図柄
を残し、新しいデザインに移行する方法も良いと思うが、二重で製造するというのはコ
スト的にも大変かと思う。

全国版の種類を
複数とすることに
ついて

（現在のデザインを）継続する場合にはデザインが重なる時期があっても良いと思う
が、具体的にどういった形で重なり合う期間を設けるのか、その場合のコスト見合い
の問題等についてはちょっと深掘りしていただきたい。
大阪万博や園芸博は地域性が強い。コンセプトの偏りがないナンバープレートが
１種類だけではなく同時に２種類あり選択できる方が普及率は上がるのではないか。

資料3
P１～P４

モノトーン版のナンバープレートの選択肢があることは、とてもユーザーファーストだと思
うものの、図柄入りナンバープレートの目的は観光振興、地域振興であるため、モノ
トーン版をどこかで見直しても良いと思う。

モノトーン版の取扱い

モノトーン版の図柄入りナンバープレートを廃止した際に、軽自動車のユーザーからど
のような反応があるのかは、しっかりと調査を行いユーザーの皆様に理解していただく
必要があると思う。

今後、地方版図柄入りナン
バープレートの取扱いを検
討する際に、普及率の高い
地域と低い地域における、
それぞれの普及促進の取組
等について調査・比較検討
することとしたい。

第１弾、第２弾は導入から日が経っているが、普及率が２％を超えている地域と
超えていない地域では依然として差があると感じる。その差が図柄によるものなのか、
普及促進の取組により変わってくるのかは精査する必要がある。一方で、飛鳥は
7.62％という非常に高い普及率になっているので、飛鳥での取組について、注目に
値する。

地方版図柄入りナンバープレートの
取扱い
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